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手光ビオトープで生き物観察

　今夏の天候不順にもめげず、健やかに成長した稲
穂の先に次々に花が咲いています。この花をなぜ取
り上げたかと申しますと、10人中8～9人のかたが稲
穂の花を見たことがないと言われるからです。写真
をお見せすると「なんと可憐な花。初めて見まし
た」と感激されます。日本人の生活に欠かせない
米。その稲穂に咲く花ですから、皆さんにご紹介し
て、田園などを散歩する時にちょっと足を止めて観
察していただければと思い、投稿しました。

　8月21日、手光ビオトープで郷育カレッジ「里山の生
き物を観察しよう」があり、夏休み中の小学生なども含
めたおよそ30人が参加しました。オケラ、カエル、ゲン
ゴロウなど水辺にすむ生き物を網ですくったりして捕ま
えて、それらに関する説明をうみがめ課職員から聞きま
した。実に多様な生き物、特に絶滅危惧種の魚が数種類
いることも確認できました。参加した大人も子どもも満
足気な様子で、最後に感謝の意を込めた大きな拍手を
送りました。

稲穂の花

　８月２３日、例年にない涼しい気候の中、福間中学校の
中庭で花見区の夏休み夕涼み会がありました。
　総区長のあいさつに始まり、婦人会、子ども会、区長
会、老人会の皆さんが準備した露店ではカレーライス
や団子、焼き鳥などを格安で販売。買い求めるお客さん
が長い列を作って売り切れが続出し、追加に次ぐ追加で
係の人が走り回っていました。
　最後はビンゴゲームが開催され、子どもから大人ま
で大盛況でした。

花見区夏休み夕涼み会

　８月２３日、宮司コミュニティセンターで第１０回みやじ
夏まつりが行われました。今年の夏はなかなか天候に恵
まれませんでしたが、この日は好天に恵まれ、多くの人
たちが訪れて例年以上のにぎわいでした。
　市制１０周年記念のぶんぶん丸が会場の笑いを誘い、
ステージではフラダンス、キッズダンスなどのイベント
で盛り上がり、芝生広場では消防団の放水が行われ、駐
車場ではあさひ号の乗馬を楽しんで、夏祭りは大盛況
でした。

第10回みやじ夏まつり

子どもたちも地域防災を担う一員です

▲地域の人たちを対象にした応急処置訓練も行いました

▲第一次避難所の１つである宮司コミュニティセンター
　小・中学生の受け付けは中学生リーダーが学年別に行いました

津屋崎中学校区防災・避難訓練を行いました
　９月６日、津屋崎中学校区で防災・避難訓練があり、地域の住
民およそ2700人が参加しました。今回の訓練は校区内の小・
中学校をはじめ、郷づくり推進協議会、自治会、消防、市が連携
して取り組んだもので、初めての取り組みです。
　朝、子どもたちが学校に登校する直前に震度５強の地震が発
生したという訓練想定で、子どもたちと一緒に大人たちも第一
次避難所へ避難し、学年や地域ごとに受け付けする手順を確
認しました。
　その後、子どもたちは安全を確保しながらそれぞれの学校
まで集団登校して、けがをした時の応急手当の仕方や簡易担
架の作り方を学ぶ防災学習を受け、有事の際に役立つ知識を
体験しながら学んでいました。

努力の結晶をおすそわけ

加藤由紀子バレエ教室の皆さんから寄付を頂きました

　８月２８日、加藤由紀子バレエ教室のアシスタントと生徒の皆
さんが、市への寄付を持って小山市長を訪れました。この寄付
はバレエ教室の生徒と保護者の皆さんの気持ちが詰まったも
ので、７月２６日に福岡市で行われたバレエコンサートの収益が
もととなっています。これまで市内にスタジオを構えてきた縁
と、生徒たちのバレエを通じたこれまでの努力が、社会のどこか
で役に立つようにとの願いが伝わるものです。
　寄付を受け取った市長は、「みんなの気持ちがいっぱい詰
まったものなので、みんなの気持ちを反映できるように大切に
使いたい」と答えていました。

【山本武利】【徳永孝志】【中山和恵】 【吉村邦夫】

かれん

▲小山市長に寄付を手渡す加藤由紀子バレエ教室の皆さん

わが家の宝
みんな大好き！

かわいい二人の笑顔に癒やさ

れ幸せです。

二人仲良く元気に育ってね♡

片村　志央梨ちゃん
かたむら しおり

平成25年9月2日生

片村　剣志朗ちゃん
かたむら けんしろう

平成22年7月1日生
若木台1区

（左）

（右）

河野　海斗ちゃん
かわの かいと

平成20年10月19日生

海ちゃん６歳の誕生日おめで
とう。
来年は小学生☆
いっぱい楽しんでね！！

花見3区
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お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８ １ １ ３２９３

福津市役所広報秘書課
広報広聴係 行

POST CARD

フリガナ

◎ 氏名

◎ 年齢

◎ ペンネームまたはイニシャル

◎ 住所

◎ 電話（　　　　　　　）　　　　　　-

〒 -

※記載がない場合は、実名での記載とさせていただきます。

◎ 性別 男　・　女歳

福津市広報秘書課
(福間庁舎 )

☎０９４０・４３・８１１３

問い合わせ

　自由投稿コーナー「聞いちゃってんしゃい！ふくつ便」では、皆さん
からの自由な意見・要望・談話などを投稿・紹介しています。福津市
をもっと住みよく、もっと楽しくするためには皆さんの声がとても重要
です。皆さんのさまざまな話をお聞かせください。お待ちしています。 
※誌面の都合により、掲載できないことがあります。

点線に沿って切り抜き、必要事項を書いて、必ず切手を貼って投稿してください。

市民広報
ボランティアボランティア

▲的を狙ってボールを勢いよく投げる子どもたち

▲「ビックリ！不思議体験」空気砲で煙のリングを作りました

　8月31日、ふくとぴあで福津市市制10周年記念ふくつっ
こまつり2014が開催されました。ふくつっこまつりは、子ど
もたちの「見たい!」「聴きたい!」「やってみたい!」といった意
欲を育てるために、市内の保育所や幼稚園の先生たちが公
立・私立の垣根を越えて協力し、開催しているものです。
　「五感で遊ぼう!!」をテーマに、オープニングの和太鼓演奏
をはじめ、ビックリ!不思議体験やふくつの水辺の生き物水
族館、食バザーコーナーや手づくりおもちゃコーナーなど、
「触る・聞く・匂う・味わう」ことのできる催し物を親子で楽し
んでいました。また、ブランコやトランポリンなどの遊具で
遊ぶコーナーも設置され、元気いっぱいの子どもたちの声
が、会場のいたるところから聞こえてきました。

元気いっぱい子どもたちの祭典

ふくつっこまつり２０１４が開催されました

第3回福岡親子保養合宿

　宮城県と岩手県の親子１２組４０人の保養合宿が、震
災支援グループ「光と風」の主催で７月２９日から１２日
間、宮司浜の「たんぽぽこども園」などでありました。体
を使って気持ちやストーリーを表現するオイリュトミー
や歌唱、描画などをしたり、外では泥遊びやそうめん流
し、海遊びなど五感をフル活用する遊びをしたりして、
ゆっくりと心と体をほぐし、普段の生活に戻った時に役
立つようなプログラムが組まれました。仙台から参加し
た北川さんは、「子どもが良い環境で保養できた」と充
実した笑顔でした。 【櫻井紀子】

宗像地区代表としてがんばりました

第23回福岡県消防操法大会が開催されました

　9月７日、県消防学校において、第２３回福岡県消防操法大
会が開催されました。市からは、自動車の部に第１０分団（上西
郷、内殿、舎利蔵地区）、小型ポンプの部には第７分団（花見１
区～４区、原町１区～３区、有弥の里１区・２区）が出場しました。
　県内各地から、予選を勝ち進んだ消防団が集まり、全国的
にも非常にレベルの高い操法を披露しました。市消防団は、惜
しくも入賞には至りませんでしたが、数か月間にも及ぶ厳しい
練習を続けてきた分団の健闘をたたえます。そして、地域の
安心と安全を守る要として、これからも励んでいただきたいと
思います。

▲自動車の部で操法を披露する第10分団

地域の人たちの手でまた一歩完成に近づきました

福間南郷づくり交流センターで「壁塗り体験」
を行いました

　今月のオープンに向けて建設が進んでいる福間南郷づくり
交流センターで８月２３日、地域の子どもやその保護者に壁塗り
作業を体験してもらうワークショップがあり、20組の親子が参
加しました。これは、施工作業を地域住民に体験してもらうこと
で、この施設に愛着を持ち、長く大切に使ってもらうことを目的
に企画したものです。
　大胆に塗っていく子もいれば、細かいところまで少しずつ塗っ
ていく子もいましたが、最後にはどの壁もきれいに仕上がって
いました。お父さんやお母さんにサポートしてもらいながら、真
剣な表情で作業している子どもたちの姿が印象的でした。

畦町に新しい観光ガイドが誕生

唐津街道ウォークが開催されました
　９月１４日、唐津街道を古賀市（青柳宿）―福津市（畦町宿）―
宗像市（赤間宿）へと歩く「唐津街道ウォーク」が開催され、秋晴
れの空のもと、参加したおよそ５０人は街道沿いにある旧跡な
どを巡りながら、爽やかな汗を流しました。
　コースとなった街道のうち、畦町宿を案内した植木栄二さん
は、今回が観光ガイドとしてのデビュー戦。最初は少し緊張した
様子でしたが、すぐにペースをつかんで、旧跡に関して詳しく説
明したり参加者からの質問に丁寧に答えたりしていました。

▲職人さんに塗り方を教わりながら作業を進めました

▲観地山地蔵尊について参加者に説明する植木栄二さん（左端）
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